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る。さらに、 （ ）はサービスの品質次元が業種によって異なる 構成
要素の妥当性・汎用性 という課題を指摘しており、多くの論者が構成要素に別の要素を加
え、分析している。その中で、 （ ）は、 を修正し、宿泊施設













点 のアプローチには、観光分野を考察する上で重要となる 訪問客参加の視点 が不足して
観光開発における住民行動の課題に関する一考察
いる。
訪問客視点 のアプローチにおけるもう一つの限界は、 地域住民 という視点の不足で
ある。訪問客の観光経験への評価は、観光地内の観光関連業が提供するサービスのみならず、















（ ）、 （ ）が行った地域住民視点の観光研究に関する学説研


















（ ）は、観光地における地域住民と訪問客の 交換 を行う際に生じる社会現象を考察す
るために、 を適用させた（図 参照）。
まず、はじめに ニーズ、満足（ ） であるが、ニーズに対する満足と
は、交換を開始する前提となる要素である。地域住民が交換を行う場合、経済的・社会的な
ニーズのみならず、他地域の住民や文化を通じた地元住民の教育、文化財の復元、動植物の保
護等の ニーズ、満足 がある。そしてニーズがある場合、 ニーズ、満足 と 交換関係
（ ） がリンクされるが（フロー 交換の開始［ ］）、上
記のニーズは地域住民によって内発的に動機づけられた場合もあれば、外部から課されて発生
したニーズの場合もある（ ）。
次に 交換関係 については、交換関係は 先行条件（ ） 交換関係の形態
（ ） によって構成されている。先行条件とは、交換関係の機会や
状況のことであり、主に四つ存在する（ 合理性 利益に対する満足度 互恵性 公正原
理 ）。地域住民は、訪問客と交換を形成する前に、これらの先行条件を認知している。そし
て、先行条件によって、地域住民と訪問客といったアクター間に相互作用が生まれ（フロー







［ ］）、 交換の帰結（ ） へ移る。交換の帰























































らのインパクトとして、 経済的なインパクト（ ） 社会的なインパクト



























































































































度 行動 に繋がる プロセス という視点が不足している。
近年の研究の動向とホリスティック・モデル
前節では、観光に対する地域住民の知覚を経済的・社会的・環境を考慮したインパクトの測





社会的・環境） 個人の経済的ベネフィット 地域住民の観光に対する態度・行動 等が挙
げられる（
）。
まず プレイス・アタッチメント であるが、プレイス・アタッチメントは 場所への信頼
性（ ） と 場所への同一性（ ） から構成されている（西本
）。 場所への信頼性 とは、 当該地域より、より良い場所は他にはない とい
うように、場所への機能的な愛着を捉える概念であり、個人の特定の目的や活動を支援する特





















地域住民の観光に対する態度・行動 であるが、この点に関して （ ）は、
地域住民が調査で答えたことを実際行動しているわけではないと 価値行動のギャップ があ
ると当該分野の研究を批判している（ ）。そして、
（ ）は （ ）の研究に、上記ギャップの課題解決の方策を指摘している。
（ ）は、先行研究のレビューの中で、観光を通じた地域への 総合的なイン
パクトへの知覚 、総合的な知覚を基に観光施設、施設のアクティビティ、観光開発業者に対
する 態度 、最後に肯定的、もしくは否定的に 行動 といった関係性に対して問題提起を
している。 （ ）は、地理学の研究分野で用いられる （ ）の
マトリックスを、地域住民の観光に対する態度・行動を分析するために応用し、 態度・行動
による地域住民分類のマトリックス として提示した（図 参照）。このマトリックスは、肯定
的・否定的な 態度 と能動的・受動的な 行動 の軸で構成されている。そして、 能動的
肯定的（興味対象に対して積極的に推し進める） 能動的 否定的（反感に感じていること
に対して積極的に反対する） 受動的 肯定的（興味対象に対して黙認する） 受動的 否定
的（反感に感じていることに対してあきらめて受け入れる） の四つに地域住民を分類し、そ
れら四つの地域住民の 態度 行動 の関係性がリンクしていると言及している
（ ）。このマトリックスに関して、 （ ）が、 知覚
と 態度 は 行動意図 と同義語として捉えることができない（ ）





































前章で述べた を提示した（ ）。その後 年以上が経って、 （ ）は






















































































個人の経済的ベネフィット と 観光に対する態度や行動 に関係性が見られないという研
究も発表されている。同様に、宮城（ ）の沖縄県在住の学生を対象とした研究において

















































（ ）、 （ ）が行った地域住民視点の観光研究に関する学説研究で主に議論さ








































） （ ）は，従業員が企業・職務に満足することによって顧客に ミ
ラー効果 をもたらし顧客満足が高まる現象を サティスファクション・ミラー と呼び，従業員満足と顧
客満足は関連させて考えられるべきであると述べている（
）。
） （ ）では、環境へのインパクトを 自然へのインパクト（ ）とし














空機、ホテル、輸入された食品や商品により、インドでは ％ 、タイでは ％、カリブ諸国では ％に達し
ていると報告されている（ ）。
）マーケティングの環境は、大きく マクロ環境 と ミクロ環境 に区分される。前者の特徴は、デモグ
ラフィック環境、経済環境、社会 文化的環境、自然環境、技術的環境、政治 法的環境等、 制御不可能
な環境 である。一方、後者については、企業、供給業者、マーケティング仲介業者、顧客、競合他社、消
費者等、観察して対応しなければならない環境である（ ）。
） 結果品質（ ） とは、サービス組織や提供者とのインタラクションで顧客が得る品質であ
り、サービス提供者と買い手とのインタラクションが終了したときに、顧客に残された もの（ ） で
あり、 はそのようなサービスを 技術的品質 と呼んでいる。しかし、顧客は サービスの探
索、サービスの知覚、サービスへの評価 というサービスを受ける一連の活動の中で、サービス提供者との
様々なインタラクションが存在しているため、サービスの全体的な品質の中には 結果品質 という側面と
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